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 近年、デザイン性や現場施工性、木ならではの優れた居住性や断熱性などの理由から、欧

米を中心に CLT(Cross Laminated Timber ：直交集成板)を活用した集合住宅や商業施設な

どの木造中高層建築物が普及しつつある。CLT は、我が国においてこれまで木材が使われ

てこなかった中高層建築物等に用いることで、木材の新たな需要や新たな産業分野の創出

が見込めるとして、地方創生の観点からも期待されているところである。 

 我が国では、木材利用の確保を通じた林業の持続的かつ健全な発展を図り、森林の適正な

整備・木材自給率の向上を図ることを目的に、「公共建築物等における木材の利用の促進に

関する法律」（平成 22 年）が施行された。それを受けて、「CLT 活用促進に関する関係省庁

連絡会議」が設置され、CLT の普及に向けたロードマップを策定、CLT を活用した木造建

築物の推進に向けた土壌が整えられてきた。 

 厚生労働省では「社会福祉施設等における木材の利用の促進及び CLT の活用について」

（平成 28 年 7 月 21 日付通知）により、都道府県・指定都市・中核市に対して、社会福祉

施設等の整備において木材利用の促進に配慮するよう協力を求める旨を通知、また福祉関

係団体への周知を行った。合わせて、介護施設・事業所等の CLT 建築物の整備に際して活

用可能な支援制度を整備してきた。 

 我が国における CLT 建築物の竣工件数は増加傾向にあり、令和 3 年度に累計で 710 件を

超える見込みである（内閣官房）。一方で、介護施設での CLT 活用事例は、介護老人保健施

設八祥苑（熊本県氷川町）などの優良事例が報告されているが、CLT 建築物の事例数は限

られ、全国的に普及しているとは言い難い状況である。 

 介護施設等１）の整備にあたり、柔らかさや温もりなど感覚的にプラスの印象をもたらす

木材を建築に取り入れることで、施設入所者や利用者にとって緊張緩和やリラックス、スト

レス緩和といった精神的な安らぎを与えるなどの効果が期待でき、加えて施設職員にとっ

ても作業能率や疲労回復、モチベーションアップなどの効果が期待できる。さらに、地域に

おける介護施設の社会資源としてのポテンシャルを考えれば、無機質ではなく温かみのあ

る木材、心理的に好印象を与える木材を使った介護施設を開放していくことで、地域交流の

拠点、地域共生社会づくりの拠点として地域住民相互や施設職員との交流も促進され、それ

により地域の福祉ニーズ等の発掘・対応につながるなどの効果も期待できる。 

 
１） 本調査でいう「介護施設等」とは、特別養護老人ホーム、老人保健施設、介護医療院をはじめ、養護

老人ホーム、軽費老人ホーム、有料老人ホーム、サービス付き高齢者向け住宅、認知症高齢者グループ

ホーム、小規模多機能型居宅介護事業所などの高齢者向けの施設・住まいを指す（通所サービス事業所

等も含む）。 
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 こうした背景を踏まえ、本調査研究事業では介護施設等における CLT 等の木材活用の促

進に寄与するため、介護施設等における CLT 活用の先行事例を文献サーベイや各関係団体

への照会、アンケート調査を通じて収集・整理するとともに、先行事例へのヒアリング調査

によって CLT の導入効果や活用上の課題などの詳細を把握・検討した。これらの調査・検

討結果を踏まえ、介護施設等における CLT 等の木材活用促進に向けて参考となる事例集及

び活用マニュアルを作成し、関係機関・団体に頒布することで周知・普及啓発を図ることと

した。 

 

 

  
 

ÈŦÉ ≠╢ ǡ  

 

 本調査研究事業を推進するため、事業全体の設計、アンケート・ヒアリング調査の設計・

実施、調査結果の分析、事業報告書等のとりまとめにあたって、有識者等により構成される

検討委員会を設置し、検討を行った。 

 

̙ᾁ ӦԌᵓ ӦԌ                 （敬称略・五十音順、◎:委員長） 

氏 名 所 属 

  井上 由起子 日本社会事業大学 専門職大学院 教授 

  大倉 隆之 岡山県 農林水産部 林政課 課長 

  喜井 規光 社会福祉法人 光志福祉会 理事長 

  坂口 大史 日本福祉大学 健康科学部 福祉工学科 准教授 

  坂部 芳平 一般社団法人 日本 CLT 協会 専務理事 

  菅原 良教 社会福祉法人 白鷹福祉会 事務局長 

◎ 深尾 精一 首都大学東京名誉教授 

̙ϷУЃ˔Н˔                       （敬称略・五十音順） 

氏 名 所 属 

  安達 勝美 株式会社 鈴木建築設計事務所 常務取締役 

  島田 治男 島田治男建築設計事務所 代表 

    厚生労働省老健局高齢者支援課 

̙Ⱨ ộ 

    一般財団法人日本総合研究所 
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̙ᾁ ӦԌᵓχᵫ℗ ẉόṳ  

  検討委員会の開催日及び議題は以下のとおりである。 

 

開催日 議 題 

第 1 回検討委員会 

令和 3 年 9 月 15 日 

（１）本事業の概要（事業設計、成果物のイメージの共有、 

スケジュールの確認） 

（２）委員による施設紹介（法人委員及び建築設計会社より 

法人・施設等のご紹介、質疑応答） 

（３）本事業についての意見交換（事業全体の構成、 

ヒアリングにあたっての視点等） 

（４）今後のスケジュールについて 

第 2 回検討委員会 

令和 3 年 11 月 5 日 

（１）委員報告（業界及び県の取組についてご紹介、質疑応答） 

（２）アンケート及びヒアリング調査の企画案の検討（調査対象、

調査内容、調査項目等） 

（３）今後のスケジュールについて 

第 3 回検討委員会 

令和 4 年 1 月 19 日 

（１）法人委員の施設への視察結果の共有 

（２）アンケート調査結果の共有・検討（建築設計・施工会社向け 

アンケート調査、都道府県向けアンケート調査） 

（３）介護施設等運営法人向けアンケート調査及びヒアリング 

調査の調査企画案の検討 

（４）成果物の構成案の検討 

（５）今後のスケジュールについて 

第 4 回検討委員会 

令和 4 年 3 月 16 日 

（１）成果物（報告書、事例集・活用マニュアル）の内容検討 

（２）介護施設等における CLT 等の木材活用の可能性と検討課題 

について 
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ÈŧÉ ǡ  

 

  ὺ ὓʾ☼ῬᵓּזΰΪϯрϾ˔Е ₰ 

 調査目的：CLT を活用している介護施設等もしくは木造の介護施設等の好事例の抽出、

及び設計・施工実績の実態把握を目的に実施した。 

 調査対象：一般社団法人日本 CLT 協会、一般社団法人日本木造住宅産業協会、一般社団

法人日本ツーバイフォー建築協会、一般社団法人中大規模木造プレカット技

術協会の会員事務所（「建築設計事務所」のキーワードで対象を抽出）、及び本

検討委員会の推薦のあった組織設計事務所を対象とした。 

 調査方法：郵送による発送、郵送または E-mail、WEB フォームによる回収 

 調査期間：2021（令和 3）年 12 月 3 日～2021（令和 3）年 12 月 22 日 

 発送回収：発送 371 法人、回収 50 法人（回収率 13.5％） 

 

  ᾉΰΪϯрϾ˔Е ₰ 

 調査目的：CLT を活用している介護施設等の好事例の抽出、及び CLT に関する施策等の

実態把握を目的として実施した。 

 調査対象：全国 47 都道府県 

 調査方法：郵送による発送、E-mail による回収 

 調査期間：2021（令和 3）年 12 月 10 日～2021（令和 3）年 12 月 24 日 

 発送回収：発送 47 団体、回収 36 団体（回収率 76.6％） 

 

  χᵒῐ☼ ְ֫ ΰΪϯрϾ˔Е ₰ 

 調査目的：木造の介護施設等の施設概要、木造にした経緯、木造のメリットや課題、CLT

の認知度等について把握することを目的として実施した。 

 調査対象：上記の①建築設計・施工会社向けアンケート調査から抽出した「木造」の介護

施設等の運営法人を対象とした。また、厚生労働省「介護サービス情報公表シ

ステム」にて「木造」をキーワードに検索した結果、抽出された介護施設等の

運営法人を対象として追加した。 

 調査期間：2022（令和 4）年 1 月 31 日～2022（令和 4）年 2 月 14 日 

 調査方法：郵送による発送、郵送または E-mail、WEB フォームによる回収 

   発送回収：発送 269 法人、回収 29 法人（回収率 10.8％） 

 

  CLTϬᶨ ΰθᵒῐ☼ ְ֫ ΰΪПϯзрϽ ₰ 

 調査目的：介護施設等の運営法人から見た CLT のメリットや課題等について具体的に聞

き取り、深掘りすることを目的に実施した。また、そのヒアリング内容をもと

に「事例集・活用マニュアル」を作成した。 
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 調査対象：先行して実施した①建築設計・施工会社向けアンケート調査及び②都道府県向

けアンケート調査から得られた CLT 活用事例を主な調査対象とした。なかで

も、ヒアリングにおいて CLT 利用の効果等の詳細の話を伺うことから、CLT

の使用量が比較的多い施設（具体的には CLT 使用量 10 ㎥以上の施設運営法

人）を対象とした。 

なお、介護施設等の設計を手掛けた建築設計事務所にも可能な範囲で同席を

依頼した。 

 調査期間：2022（令和 4）年 2 月 16 日～2022（令和 4）年 3 月 7 日 

 調査方法：新型コロナウイルス感染拡大防止のため、原則としてテレビ会議システムによ

るオンライン・ヒアリングとした。 

 協力団体：介護施設等の運営法人 5 団体、建設設計・施工会社 3 団体 

 

 上記のほか、事例集・活用マニュアルを作成する上で、木造の効果等のデータを掲載する

ため、木材や木造の環境要因と心理的・生理的効果の関係性について研究している有識者 3

名に対しヒアリング（インタビュー）を行った。 

 

【協力いただいた有識者】 

  伊香賀 俊治 氏  慶應義塾大学理工学部システムデザイン工学科 教授 

  宮崎 良文 氏   千葉大学環境健康フィールド科学センター 

           特任研究員・グランドフェロー 

  池井 晴美 氏   千葉大学環境健康フィールド科学センター 特任助教 
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͎  ᵒῐ☼ τΣΪϥCLT χ ∙ᶨ χᾝ ρᴿ  

 

 

 ╗ ᶉ CLT ᶍ  
 

 CLT は、1990 年代中頃からオーストリアを中心に開発されたといわれている木質構造用

の材料である。現在ではオーストリアだけでなく、欧米において様々な建築物に利用されて

おり、欧州の CLT 生産量は 100 万㎥を超える。 

 我が国では、木材利用の確保を通じた林業の持続的かつ健全な発展を図ること、森林の適

正な整備・木材自給率の向上を図ることを目的に、2010（平成 22）年に「公共建築物等に

おける木材の利用の促進に関する法律」が制定された。それ以降、2013（平成 25）年には

CLT に関する JASの制定（直交集成板の日本農林規格）、2014（平成 26）年には CLT の普

及に向けたロードマップの策定など、CLT 等の木材利用の拡大に向けた制度面の整備が進

められてきたところである。 

 なお、我が国における CLT 生産量は 1.3 万㎥（2020 年）２）であり、欧州の生産量の 1％

に留まる。しかしながら、CLT を活用した建築物の竣工件数は、年々増加する傾向にあり、

内閣官房の統計によると、2021（令和 3）年には累計 710 件を超える見通しである。 

 

2-1 CLTϬᶨ ΰθὺ χ ῬὯ χ ӱ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    出典）内閣官房 CLT 活用促進のための政府一元窓口 

（https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/cltmadoguchi/index.html#about_clt ）  

 
２） 農林水産省「令和 2 年木材統計」

（https://www.maff.go.jp/j/tokei/kekka_gaiyou/mokuzai/toukei/r2/index.html ) 

 ᶊᵩᵰᶪCLT ᶍ ᶍ ᶇ  

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/cltmadoguchi/index.html#about_clt
https://www.maff.go.jp/j/tokei/kekka_gaiyou/mokuzai/toukei/r2/index.html
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 CLT ᶍ ᶱ ᵶᵾ  
 

 我が国の CLT 活用建築物の 2020 年度までの竣工件数 594 件の用途別の内訳をみると、

最も多いのが「事務所」の 131 件（22.1％）、次いで「店舗・倉庫等」の 101 件（17.0％）、

「地方公共団体関連施設」の 90 件（15.2％）と続く。 

 「介護施設」の竣工件数は、全国でも 15 件（2.5％）となっている。2018 年度と 2020 年

度は、それぞれ 5 件、4 件の竣工実績があったが、「こども園、保育園」等と比べても増加

の傾向は明確には表れておらず、介護分野における CLT 活用の実現に向けては、さらなる

普及啓発が必要と考えられる。 
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  出典）内閣官房 CLT 活用促進のための政府一元窓口 

（https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/cltmadoguchi/index.html#about_clt ） 

 

  

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/cltmadoguchi/index.html#about_clt
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 CLT ᶊ ᵰᵾ ⱱ  
 

我が国では、「公共建築物等における木材の利用の促進に関する法律」が制定されたこと

を受け、2016（平成 28）年に「CLT 活用促進に関する関係省庁連絡会議」が設置され、CLT

の普及に向けたロードマップを策定、CLT を活用した木造建築物の推進に向けた土壌が整

えられてきた。 

2014（平成 26）年に林野庁及び国土交通省が作成したロードマップは、2016（平成 28）

年度までの 3 か年のロードマップであった。そこでは、まずは CLT を一般的な建築材料と

して位置づけることを目標とし、それに向けて各種データの収集と実験、検証を行うことと

していた。また、CLT の部分的な利用を推進するための技術開発の方針も盛り込まれてい

た。 

次いで 2017（平成 29）年作成のロードマップでは、CLT の需要の一層の拡大を目指す

ことを目標とし、それに向けて CLT を用いた設計・施工が可能な者を増やすこと、CLT の

使いやすさを追求し、材料コストや建築コストを下げることなどが盛り込まれた。 

2021（令和３）年度以降は、林業・木材産業の活性化による地方創生の推進や 2050 年カ

ーボンニュートラル及びグリーン社会の実現に向けて、さらなる利用拡大を目指すことを

第一に、「新ロードマップ」が策定され、新たなフェーズに入った。 

新ロードマップの中では、現状の課題がいくつか挙げられている。 

  ‐CLT の認知度が低いこと 

  ‐コスト面の優位性が低いこと 

  ‐需要に応じたタイムリーな供給を行えていないこと 

  ‐CLT の活用範囲が狭いこと 

  ‐CLT の設計・施工等をしてくれる担い手がみつかりにくいこと 

  ‐CLT の維持・管理の方法が分かりにくいこと 

 上記の課題に対して、継続・新規施策を合わせて解決に向けて取り組んでいくとしている。 

なお、2021（令和 3）年には「公共建築物等における木材の利用の促進に関する法律」が

改正され、法律名も「脱炭素社会の実現に資する等のための建築物等における木材の利用の

促進に関する法律」に変更され、目的についても脱炭素社会の実現に資する旨を明示すると

ともに、それまでは木材利用の対象が公共建築物に限られていたものが建築物一般に拡大

された。 

 

  



－9－ 

2-3 CLTχ ẉτΰΪθ к˔ЖЫАФˢ2021 ├ ˣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  出典）内閣官房 CLT 活用促進のための政府一元窓口 

（https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/cltmadoguchi/index.html#road_map ） 

 

 

  

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/cltmadoguchi/index.html#road_map
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 CLT 需要の一層の拡大に向け、関係省庁では CLT を用いた建築物に取り組みやすい環

境の整備を進めている。 

 CLT 等の木材利用に対し幅広い用途で活用可能な支援制度は、林野庁をはじめ国土交通

省、環境省が整備している。下表に記載のほか、介護施設等の整備にも活用可能な支援制度

として、林野庁「林業・木材産業成長産業化促進対策」がある。これは地域材利用のモデル

となるような公共建築物の木造化・木質化を支援するもので（対象は地方公共団体、民間事

業者等）、木造化の場合は建築工事費の 15％以内（CLT 等の先進的技術を活用するものは

1/2 以内）、木質化の場合は建築工事費の 3.75%を超えず木質化事業費の 1/2 以内の補助が

受けられる。なお、面積が 300 ㎡以上、地域材利用量が 0.18 ㎥/ ㎡以上、構造耐力上主要部

位に JAS製材品を使用していることが条件である。 

 

2-4 CLT ∙ ϒχ◦כˢ2021 ˣʿ ῲΜ πᶨ ᴦ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  出典）内閣官房 CLT 活用促進のための政府一元窓口 

（https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/cltmadoguchi/index.html#budget ） 

 

 

 そのほか各省庁から CLT 建築物にも活用可能な支援制度も整備されている。 

 厚生労働省では「社会福祉施設等における木材の利用の促進及び CLT の活用について」

（2016（平成 28）年 7 月 21 日付通知）により、都道府県・指定都市・中核市に対して、社

会福祉施設等の整備において木材利用の促進に配慮するよう協力を求める旨を通知、また

福祉関係団体への周知を行った。合わせて、介護施設・事業所等の CLT 建築物の整備に際

して活用可能な支援制度を整備してきた。 

 厚生労働省による支援制度の中で、介護施設等の整備に活用可能な支援として「地域医療

介護総合確保基金」がある。これは団塊の世代が 75 歳以上となり、医療・介護の必要性が

高まる 2025（令和 7）年を見据え、2014（平成 26）年に都道府県に設置された基金で、高

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/cltmadoguchi/index.html#budget
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齢となっても住み慣れた環境で医療・介護サービスを受けられる体制を目指すためのもの

である。そのうち介護分野では、都道府県計画に基づいて実施される地域密着型サービス等

の施設整備と介護従事者の確保に充てられる。なお、施設整備に関しては、施設の木造化・

木質化等の木材利用等を行う事業を優先的に補助対象に選定するよう配慮することとされ

る 3）。 
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  出典）内閣官房 CLT 活用促進のための政府一元窓口 

（https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/cltmadoguchi/index.html#budget ） 

 

 

  

 
3） 独立行政法人福祉医療機構（WAM ）では、国の福祉医療政策における政策目標を推進するため、社会

福祉施設を整備する際に必要となる建築資金等について、政策融資する「福祉医療貸付制度」を実施し

ている（https://www.wam.go.jp/hp/ ）。 

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/cltmadoguchi/index.html#budget
https://www.wam.go.jp/hp/
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͏  ₰Ὣᴮχᵵ ˙ϯрϾ˔Е ₰Τϣχꜘ€ 

 

 

 ◖☺ ᵰᶷḻ᷆ᴻḐ  
 

 本調査研究事業の一環として、全国の木造の介護施設等（CLT を活用している介護施設

等に限らない）を有する運営法人を対象とし 4）、木造の介護施設等の概要や木造にした経緯、

木造のメリットや課題等を把握するためのアンケート調査を実施した。 

 

   調査方法：郵送による発送、郵送または E-mail、WEB フォームによる回収 

   調査期間：2022（令和 4）年 1 月 31 日～2022（令和 4）年 2 月 14 日 

   発送回収：発送 269 法人、回収 29 法人（回収率 10.8％） 

        ※回答数が少数であるため、以下に示す「％」はあくまでも参考扱い。 

 

ÈŦÉ ◖☺ ǡɀɖȾȌºɔ 

 

 まず回答した介護施設等運営法人のプロフィールをみると、職員数は「100 人未満」

（65.5％）が最も多く、次いで「100 人以上 500 人未満」（20.7％）と続く。平均職員数は

269.4 人であるが、大規模法人の職員数が平均値を引き上げていると考えられる。 

 施設数の平均は 8.5 施設である。分布をみると、ほとんどが「10 施設未満」（86.2％）で

ある。 

 直近年度の活動収入の平均は 9.9 億円である。分布をみると、「1 億円以上 10 億円未満」

（44.8％）が最も多く、次いで「1,000万円以上 1 億円未満」（24.1％）、「10 億円以上」（17.2％）

と続く。 

 

3-1 Ԍ ˢ ˣ 

 

 

 

 

 

  

 
4） 後述の「建築設計・施工会社向けアンケート調査」から抽出した「木造」の介護施設等の運営法人を

対象とした。また、厚生労働省「介護サービス情報公表システム」において、「木造」をキーワードに

して検索した結果、抽出された介護施設等の運営法人を対象として追加した。 
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3-2 ☼ ˢ ˣ 

 

 

 

 

 

 

 

3-3 ự χᶨ ˢ ˣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ÈŧÉ ǡ  

 

 本調査では、木造施設が複数ある場合には、過去 5 年間に建設した代表的な施設につい

て回答していただいた。 

 

  ☼ ρ Ԍ  

 まず、木造施設の施設種別については、「認知症グループホーム」(27.6％)、「デイサービ

ス」(20.7％)、「特別養護老人ホーム、短期入所生活介護」(17.2％)、「有料老人ホーム、サ

ービス付き高齢者向け住宅」（13.8％）が主な回答だった。 

 定員数は、「10 人以上 50 人未満」（55.2％）が過半数を占めて最も多く、次いで「10 人未

満」（20.7％）と続く。 
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  Ῥ  

 木造施設の竣工年は、「2009 年以前」(31.0％)が最も多く、次いで「2010 年以降 2014 年

以前」と「2015 年以降 2019 年以前」がそれぞれ 20.7％と続く。2009 年以前が 3 割、2010

年代が 4 割、2020 年以降が 1 割となる。 
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  ᵬ ρט  

 木造施設の階数は「2 階建て」(44.8％)が最も多く、次いで「1 階建て」（24.1％）と続く。

つまり、平屋建てもしくは 2 階建てまでで 7 割を占める。 

 延床面積は、「500 ㎡未満」（44.8％）が最も多い。 
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  ὺ ˢ Ϭ ΨˣρῬṍ 

 建築費は、「1 億円以上 5 億円未満」（34.5％）が最も多く、次いで「5,000 万円未満」

（20.7％）と続く。 

 工期は、「1 年未満」（75.9％）が 4 分の 3 を占める。 
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3-10 Ῥṍˢ ˣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ÈŨÉCLT ǡ Ǜ Ʒ 

 

 木造施設の運営法人に「CLT 」に対する認知を聞いたところ、「知らない」（65.5％）が最

も多かった。一方で、「名前を聞いたことがある」（20.7％）が 2 割みられた。 

 また、「CLT 」の関心度合については、「関心を持った（関心がある）」（48.3％）が半数を

占めた 5）。 

 

3-11 CLTχ ˢSAx       3-12 CLTχḩ ›ΜˢSAx  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
5） 本調査は、木造の介護施設等を有する運営法人への「CLT 」の情報提供、普及啓発も兼ねて実施した

ものでもあるため、アンケート調査票の発送時には「住む、働く。木の中で。 CLT を知る、コンセ

プトブック」（一般社団法人日本 CLT 協会）を同封した。 

 (https://clta.jp/wp -content/uploads/2019/10/c39cfe92797989c07976f0 bd412f46dc.pdf） 
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https://clta.jp/wp-content/uploads/2019/10/c39cfe92797989c07976f0bd412f46dc.pdf
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ÈũÉ ǡ   ǡ Ǜוֹ  

 

  τΰθὊӳˢ ꜘˣ 

※施設種別は以下のとおり。 

特養：特別養護老人ホーム、有料：有料老人ホーム、サ高住：サービス付き高齢者向け住

宅、GH：認知症グループホーム、デイ：通所介護事業所、ショート：短期入所生活介護

事業所、小多機：小規模多機能型居宅介護事業所（以下、同様。） 

 

〔施設種別/ 定員数/ 竣工年〕 

・木のもつ温もりにつつまれて穏やかな心で生活をしていただきたいとの思いと、建築コス

トと工期が短くて済むので木造にした。〔GH/ 10 人未満/ 2000 年代〕 

・小規模な建物で家庭的な普通の民家をイメージして建てたので木造になった。〔GH/ 10 人

未満/200 0 年代〕 

・木造ならではの温もりややわらかさのある施設にしたかった。〔特養/ 50 人以上 100 人未

満/201 0 年代〕 

・地域特性として、歴史的にも木材産業の盛んな土地柄であり、経営者本人も木の香りの中

で育った。高齢者の居場所として、風通しの良い温かみのある木造住宅は、何よりも拘束

感が少なく、屋外との一体感もある家庭的な雰囲気である。〔-/ -/ -/ -〕 

・工期が短く、施設稼働が早く行えるため。〔その他/ 50 人以上 100 人未満/ 2010 年代〕 

・高齢者にとって親しみやすい建物にすることが基本コンセプトだったこと。建築コストが

安かったこと。〔特養/ 10 人以上 50 人未満/201 0 年代〕 

・法人の意向。木造平屋建ては利用者宅のようで、本人はもちろん家族からも入居施設とし

て高い評価を得ている。〔小多機/ 10 人以上 50 人未満/200 0 年代〕 

・設計者の意向から、建設コストが木造の方が低くなるという提案があったため。〔有料/ 10

人以上 50 人未満/201 0 年代〕 

・利用者に温かみのある建物で過ごしてもらいたいから。〔デイ/ 10 人以上 50 人未満/200 0

年代〕 

・雑木林を切り拓いた中につくった単独型デイサービスなので、その土地にあったリラック

スできる広い空間をつくりたかった。コストの面でも秀逸だった。最初、設計士は凝った

複雑な形状にしていたが、シンプルで広く、使い勝手の良い空間にしたかった。〔デイ/ 10

人以上 50 人未満/201 0 年代〕 

・以前、住宅型有料老人ホームを建設したときに木造 2 階建ての施設にすることを決めて

いたので、同じようにデイサービスの施設も木造に決めていた。高齢者にとっても木造家

屋の方が親しみやすいこともあった。〔デイ/ 10 人以上 50 人未満/201 0 年代〕 
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  o ῐ☼ Ϭ τΰο Τμθ ˢ ꜘˣ 

〔施設種別/ 定員数/ 竣工年〕 

・利用者の家族からは、「木の温かみが感じられ明るい雰囲気で良いですね」と言われる。

触れても冷ややかな感じもなく、声や音の響きもやわらかさを感じて心地良い気がする。

〔GH/ 10 人未満/200 0 年代〕 

・グループホーム利用者にとって、あたたかく感じられると思われる。改造工事を簡単にし

やすい（スプリンターの新設等）。〔GH/ 10 人未満/200 0 年代〕 

・コンクリート造（RC）にはない木造のやわらかい雰囲気に落ち着かれる利用者が多いよ

うに感じる。〔特養/ 50 人以上/201 0 年代〕 

・自然に居住できる、空調にあまり頼らずに運営できる。入居者や職員にとって足首、膝、

腰にやさしい。〔サ高住/ 10 人以上 50 人未満/201 0 年代〕 

・利用者に好評であり、空室がすぐに埋まる。経営面にも大いにプラス。〔特養/ 10 人以上

50 人未満/201 0 年代〕 

・天井、床、壁の全面に木のぬくもりを感じることができ、入居者に和みと落ち着いた空間

を提供できる。〔GH/ 10 人未満/201 0 年代〕 

・介護の場面で生活機能訓練を行うときに、自宅を模した環境で利用者も安心して行え、か

つ訓練も実践により近い。〔デイ/ 10 人以上 50 人未満/ -〕 

・高齢者の方々が入居する施設として暖かみのある住居となるよう採用している。利用者・

職員にとっても喜ばれる施設となっている。〔GH/ 10 人以上 50 人未満/2020 年代〕 

・木造についての利用者の反応も近親者も視察時に高い評価をしてもらっている。施設内で

働く職員にも最適な労働環境であると評価してもらっている。〔小多機/ 10 人以上 50 人未

満/200 年代〕 

・家族や利用者からは落ち着くと言ってもらえる。温かい。音楽会をした時、音が良いよう

に感じた。〔特養/ 10 人以上 50 人未満/201 0 年代〕 

・床材を柔らかいものにしたので、約 10 年間で屋内での骨折事故は 1 事例のみ。〔デイ/ 10

人以上 50 人未満/201 0 年代〕 

・増設や追加工事等が発生しても容易にできる。〔有料/ 10 人以上 50 人未満/201 0 年代〕 

 

  o ῐ☼ Ϭ τΰθάρτϢϤᴿ ρḇαοΜϥάρˢ ꜘˣ 

〔施設種別/ 定員数/ 竣工年〕 

・建築後 10 数年が経ち、多少ひずみが出ている場所もあるが許容範囲である。プラスチッ

ク等のキャスターが通る箇所は黒ずんでいる。〔GH/ 10 人未満/200 0 年代〕 

・耐火性に少々不安がある。耐用年数が短くないか心配。〔GH/ 10 人未満/200 0 年代〕 

・特殊な工法の為、材料（木材）や施工できる業者が限られており、施工技術の低下を懸念

している。〔特養/ 50 人以上 100 人未満/201 0 年代〕 

・耐火構造のため、夏が暑すぎる。〔サ高住/ 10 人以上 50 人未満/201 0 年代〕 



－19－ 

・窓の開口を大きくとることができず、耐力壁となる壁が多くなることが課題。〔GH/ 10 人

以上 50 人未満/2020 年代〕 

・水まわりと屋外等、経年劣化が早くメンテナンスが大変。内装木質化にすると、内装不燃

が取れないためスプリンクラーの性能をあげる必要があり、コストアップにつながる。

〔小多機/ 10 人以上 50 人未満/200 年代〕 

・湿気などでの木のくさり、火事が心配。何年もつのかが心配。（建て替えの時期）きしみ、

水よごれなどの黒ずみ。〔特養/ 10 人以上 50 人未満/201 0 年代〕 

・広い空間スペースが確保できていない。確保するためには経費が嵩む。〔GH/ 10 人以上 50

人未満/ -〕 

 

 

ÈŪÉ ◖☺ ǄȋɜȚºȱ ǡǱǛǴ 

 

̔ᵃẠ5 ḧτὺ ΰθ σ ☼  

・施設種別は「認知症高齢者グループホーム」や「特別養護老人ホーム」、「短期入所生活介

護（ショートステイ）」、「有料老人ホーム」、「サービス付き高齢者向け住宅」、「通所介護

（デイサービス）」、「小規模多機能型居宅介護」など。 

・階数は「平屋建て(１階建て)」と「２階建て」が 29 施設中 20 施設、延床面積は「500 ㎡

未満」が 29 施設中 13 施設。 

 

̔CLTχ ρḩ ›Μ 

・木造施設の運営法人に「CLT 」に対する認知を聞いたところ、「知らない」が 6 割強を占

めたが、一方で「名前を聞いたことがある」が 2 割みられた。 

・「CLT 」の関心度合いについては、「関心を持った（関心がある）」が半数を占めた。 

・本調査の実施時には、「住む、働く。木の中で。 CLT を知る、コンセプトブック」（一

般社団法人日本 CLT 協会）を同封、「CLT 」の地道な PR 活動が効果的であることが示さ

れた。 

 

̔ τΰθὊӳ 

【木の良さに着目】 

‐木造は風通しが良い、温かみがある、拘束感が少ない 

‐木の温もりにつつまれて穏やかな心で生活をしてほしい 

‐高齢者にとって親しみやすい、生活しやすい 

【住まいの感覚】 

‐小規模な建物で家庭的な普通の民家をイメージ 

‐屋外との一体感がある 
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‐雑木林の中に建てた施設なので、その土地にあった空間としたかった 

‐木材産業の盛んな土地柄で、法人代表者も木造で育った 

【コストや工期】 

‐建築コストが抑えられる 

‐工期が短い（施設を早く稼働できる） 

‐設計者からの提案や意向 

 

̔ τΰο Τμθ  

【木の良さ】 

‐温かみがある、通気性が良い、自然を感じる、快適、住み心地が良い、明るい雰囲気 

‐触っても冷ややかな感じがない 

‐声や音の響き方もやわらかさを感じる 

【利用者や家族から好評】 

‐木のやわらかい雰囲気により利用者の気持ちが落ちつく、病院を嫌がる人からも好評 

‐利用者の家族からも好評 

‐空室がすぐに埋まるため経営面にもプラス 

【身体的にプラスの効果】 

‐入居者、職員にとって足首、ヒザ、腰にやさしい 

‐転倒・骨折のリスク低下 

‐生活機能訓練も自宅のような環境で実践に近い 

‐施設職員にとっても最適な労働環境 

【施設運営】 

‐建築費用を抑えることができた 

‐改装工事もしやすい 

‐空調に頼らず生活できる 

‐堅牢な集成材を使用し、傷がつきにくく、こぼしても拭けばきれいになる 

 

̔ᵒῐ☼ Ϭ τΰθάρτϢϤᴿ ρḇαϥάρ 

【劣化・耐久性】 

‐多少凹みが出ている場所もある 

‐汚れている箇所がある 

‐水回りや屋外等、劣化が早い 

‐耐火性、耐水性に不安がある 

‐耐用年数が短くないか心配 

【その他】 

‐広い空間が確保できない  
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 ᴴ ᵰᶷḻ᷆ᴻḐ  וֹ
 

 本調査研究事業の一環として、一般社団法人日本 CLT 協会、一般社団法人日本木造住宅

産業協会、一般社団法人日本ツーバイフォー建築協会、一般社団法人中大規模木造プレカッ

ト技術協会の会員事務所（「建築設計事務所」のキーワードで対象抽出）及び本検討委員会

推薦の組織設計事務所を対象として、CLT を活用している介護施設等もしくは木造の介護

施設等の事例抽出、設計・施工事例の概要把握を目的としてアンケート調査を実施した。 

 

   調査方法：郵送による発送、郵送または E-mail、WEB フォームによる回収 

   調査期間：2021（令和 3）年 12 月 3 日～2021（令和 3）年 12 月 22 日 

   発送回収：発送 371 法人、回収 50 法人（回収率 13.5％） 

        ※回答数が少数であるため、以下に示す「％」はあくまでも参考扱い。 

 

3-13 ᵕ ⱧỘּיˢὺ ὓʾ☼Ῥᵓּזˣχ Ԍזּ ˢ ˣ 

 

 

 

 

 

 

 

ÈŦÉCLT ȅ Ǌǒ ǡ ¤  

 

 まず、CLT を活用した介護施設等の設計・施工実績を聞いたところ、「実績あり」（2.0％）

はわずか１事業者にとどまり、そのほかほとんどの回答事業者は「実績なし」（96.0％）で

あった。 

 

3-14 CLTϬᶨ ΰθᵒῐ☼ χ ὓʾ☼Ῥם  
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ÈŧÉ ǡ ǡ ¤  

 

  χᵒῐ☼ χ ὓʾ☼Ῥם  

 CLT を活用した介護施設等の設計・施工実績がない事業者に「木造」の介護施設等の設

計・施工実績を聞いたところ、「実績あり」（40.8％）は 4 割、「実績なし」（57.1％）は 6 割

だった。 

 

3-15 χᵒῐ☼ χ ὓʾ☼Ῥם  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 木造の介護施設等の設計・施工実績があると回答した事業者に対して、直近 10 年間（2011

年～2021 年まで）に設計・施工した木造の介護施設等の件数を聞いたところ、平均は 19.7

件だった。分布をみると、「10 件未満」（55.0％）が過半数で最も多く、次いで「10 件以上

50 件未満」（25.0％）と続く。 

 

3-16 ự10 ḧτ ὓʾ☼Ῥΰθ ᵒῐ☼ χὯ ˢ ˣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 以下では、これまでに設計・施工した木造の介護施設の実績のうち、直近の施設について

回答していただいた。 
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  ựχ ὓʾ☼Ῥם ˢ☼ ˣ 

 直近の設計・施工実績に挙げられた介護施設等の施設種別は、「認知症高齢者グループホ

ーム」(25.0％)や「特別養護老人ホーム」(25.0％)、「小規模多機能施設」(15.0％)などが主

な回答だった。 

 

3-18 ☼ ˢSAx  

 

 

 

 

 

 

 

 

  ựχ ὓʾ☼Ῥם ˢ  ˣ 

 構法は、「軸組構法」(50.0％)が半数を占め最も多く、次に挙げられたのは「ツーバイフォ

ー構法」(45.0％)であった。 

 

3-19   ˢMAx  

 

 

 

 

 

 

 

  ựχ ὓʾ☼Ῥם ˢ Ῥ ˣ 

 竣工年は、「2021 年以降」(40.0％)が最も多い（ただし、前提として、直近の設計・施工

実績について回答していることに注意）。 

 

3-20 Ῥ  
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  ựχ ὓʾ☼Ῥם ˢᵬ ρט ˣ 

 階数は、「2 階建て」(30.0％)が最も多く、「1 階建て（平屋建て）」と「2 階建て」までで

半数を占める。 

 延床面積は、「1,000 ㎡以上 5,000 ㎡未満」（40.0％）が最も多い。 

 

3-21 ᵬ  

 

 

 

 

 

 

 

ט 3-22 ˢ ˣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ựχ ὓʾ☼Ῥם ˢὺ ρῬṍˣ 

 建築費は「1 億円以上 5 億円未満」（40.0％）が最も多く、工期は「5 ヶ月～6 ヶ月」（20.0％）

が最も多い。 

 

3-23 ὺ ˢ Ψˣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

20.0%

30.0%

10.0%

20.0%

20.0%

0% 10% 20% 30% 40%

1

2

3

4

(n=20)

20.0%

20.0%

40.0%

0.0%

20.0%

0% 20% 40% 60%

500

500 1000

1,000 5,000

5,000

(n=20)

0.0%

5.0%

5.0%

40.0%

5.0%

45.0%

0% 20% 40% 60%

1,000

1,000 5,000

5,000 1

1 5

5

(n=20)



－25－ 

3-24 Ῥṍ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ÈŨÉ ǡ ǡ  

 

 介護施設等に木造を採用した理由としては、コストと立地条件、その他の項目に関連する

事柄が挙げられた。 

 

【コスト】 

・経験的に 100 坪以下の建築であれば建設コストとして木造が有利であると考えている。 

・建設コスト（RC 造、S造よりコスト減） 

・過剰木材在庫利用緊急対策事業（補助金活用）にて、鉄骨よりメリットあり（コスト） 

・コストバランスによる 

・総合的にコストが他の構法よりダウンできる 

・イニシャルコストが安い、ランニングコストの低減、優遇融資 

・施工費用の関係 

 

【立地】 

・敷地面積が充分にあり低層建築が可能だった 

・地下に高速道路があり、建物荷重に制限があった 

・敷地に埋蔵文化財があり文化財を存置する必要があり、かつ地盤も鉄骨造等を選択した場

合は地盤改良が必要となってしまうため建物自重を軽くする必要から木造を選択 

 

【その他】 

・地球環境への負担を抑えられる自然にやさしい工法、木による様々な効果・効能、減価償

却期間が短い 

・木造のメリット（環境性能、軽量化によるコスト低減、減価償却期間の短縮等）をお客様

に説明し、木造の採用に努めている 

・弊社が木造を主な建築工法にしているため 
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ÈũÉCLT ǡ Ƿ ≥  CLT ǞƵǒǖǙǡ  

 

  CLTχ ρᶨ Ӫΰ 

 CLT を活用した介護施設等の設計・施工実績がない事業者に「CLT 」の認知度を聞いた

ところ、「特徴をよく知っている」(44.9％)と「ある程度知っている」(44.9％)が同率で最も

多く、「名前を聞いたことがある」(8.2％)はわずかだった。 

 「CLT 」の活用意向は、「活用意向がある」(59.2％)が 6 割で最も多く、他方で「活用意

向はない」(20.4％)が 2 割、「検討中」(18.4％)が 2 割という状況だった。 

 

3-25 CLTχ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-26 CLTχᶨ Ӫΰ 
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  CLTʝ τΚθμοχᴿ ˢ ꜘˣ 

 

〔所在地/ 正社員数〕 

・日本の CLT はとてもキレイでコストが高いが、もう少しラフでもコストが安いものを選

べると良い。CLT を活かすためには、パネルを運搬する方法の整備が必要。〔特別区/ 10

人未満〕 

・補助金や対外的アピールを目的とするのでなければ、CLT を必ず採用しなければならな

いケースが少ない。CLT を採用しなければ成り立たないような、構法・用途のパターン

等あればぜひ教えてほしい。〔中核市/ 10 人未満〕 

・構造計算の方法が一般的でないため、手を出せない設計者が多い。〔政令市/ 10～50 人未

満〕 

・RC との差について、価格でバランスが取れれば選択肢としても可能性はあると思う。現

時点では価格を抑えることが容易でなく、RC が一般的な地域では市場での活躍が非常に

難しいと感じている。〔一般市/ 10 人未満〕 

・コスト面で他の工法より不利である。設計方法（特に構造設計）の自由度が少ない。給排

水設備、電気設備による貫通などの自由度が他の木造に比べて少ない。パネル施工のため

の敷地条件、道路条件等の確認に注意が必要。〔特別区/ 1,000 人以上〕 

・CLT のもっと幅広い利用の提案があってもよい（材料使いから大型物件まで）〔政令市

/ 100～1,000 人未満〕 

・利用することにどの様なメリットがあるかわかりづらい。また工期や発注方法など慣れな

いことが多いので、採用に至らない。〔一般市/ 10 人未満〕 

・商流が複雑でどこでコスト低減できるかわからない。製造できる木材加工業者、施工でき

る協力業者が少ない。官庁施設によっては地場産の木材を指定されることもあるが、調達

が困難な場合がある。〔一般市/ 100～1,000 人未満〕 

・最近の中大規模の木造にも関心があり、CLT も使ってみたいが、きっかけとなる物件が

ない。はじめの一歩となる物件、はじめの一歩となる教科書が必要。〔一般市/ 10 人未満〕 

・介護施設等は収入が限定的で収支上どうしても建築コストを抑える必要があるため、在来

工法に比べコストが割高な CLT は現時点では採用は難しい。在来工法と同等程度のコス

トになるか、補助金等で賄うことができれば採用を積極的に検討したい。〔政令市/ 100～

1,000 人未満〕 
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ÈŪÉ ¤ ǄȋɜȚºȱ  ǡǱǛǴוֹ

 

̔CLTϬᶨ ΰθᵒῐ☼ χ ὓʾ☼Ῥם  

 本調査では、回答のあった 50 法人の中で、実績があったのは１法人のみ。 

  →介護老人保健施設 八祥苑の設計会社 

 

̔ χᵒῐ☼ χ ὓʾ☼Ῥם  

 49 法人の中で、木造の介護施設等の設計・施工実績があるのは 20 法人。 

 直近の設計・施工実績については、施設種別は「認知症高齢者グループホーム」や「特別

養護老人ホーム」、「小規模多機能型居宅介護」、「サービス付き高齢者向け住宅」、構法は

「軸組構法」と「ツーバイフォー構法」、階数は「平屋（１階建て）」と「2 階建て」が主

な回答。 

 

̔ˮ ˯Ϭ⅜ ΰθ  

 コスト面では「RC 造や S 造より建設コストが低い」、「維持費も低減できる」、「優遇融資

が受けられる」、施設の立地面（敷地の関係）では「敷地面積が広く低層建築が可能」、「敷

地の関係で建物荷重の制限がある」など、そのほか「木造メインで建築してきた」、「木の

効果・効能」などが挙げられた。 

 

̔CLTχ ρᶨ Ӫΰ 

 CLT に関して「特徴をよく知っている」と「ある程度知っている」を合わせると 50 法人

中 44 法人。過半数（29 法人）が「活用意向がある」と回答した。 

 

̔CLTʝ τΚθμοχᴿ  

【供給面での課題】 

‐コスト高（価格的にバランスが取れれば選択肢として入る可能性あり） 

‐調達が困難 

‐大型パネルの運搬が容易でない 

‐製造できる木材加工業者、施工できる協力業者が少ない 

‐現場での加工ができない 

‐設備配管がしにくい 

‐対応可能な設計士・施工技術者が少ない 

‐知識不足で慣れないことが多いため採用に至らない 

‐CLT を使ってみたいが、最初の物件に巡り合えない 
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【CLT の特性に関する課題】 

‐RC より軽いが、他の木質材料より重い 

‐もっと幅広い使用方法の提案があるとよい 

‐利用することでどのようなメリットがあるかわかりづらい 

‐施主にとってコストパフォーマンスの面で納得できる活用方法を見出せていない 

‐敷地や立地の条件にも影響を受ける 

‐補助金や対外アピールの目的がなければ、CLT を必要とされるケースが少ない。 

‐補助金があることで少しずつ広がっているが、コストが実用レベルまで下げなければ

普及とは言えない 

【施主側の課題】 

‐介護施設等は収入の関係もあり、建築コストを抑える必要があるため、在来工法に比べ

コスト高となる CLT の採用は現時点では難しい 

‐施主が CLT について知らない 
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 ᵰᶷḻ᷆ᴻḐ  וֹ
 

 本調査研究事業の一環として、全国 47 都道府県を対象として、CLT を活用している介護

施設等の事例抽出及び CLT に関する施策等の実態把握を目的としてアンケート調査を実施

した。 

 

   調査方法：郵送による発送、E-mail による回収 

   調査期間；2021（令和 3）年 12 月 10 日～2021（令和 3）年 12 月 24 日 

   発送回収：発送 47 件、回収 36 件（回収率 76.6％） 

 

 

ÈŦÉCLT ȅ Ǌǒ ǡ  

 

 都道府県内において構造材や内装材として CLT を活用している建築物の件数（2021 年

11 月末現在）は、平均 13.1 件だった。分布をみると、「10 件未満」（58.3％）が最も多く 6

割を占める。 

 そのうち、介護施設等の件数については、「0 件」（72.2％）が 7 割を占め、「1～3 件」

（25.0％）が 4 分の 1 だった。本調査においては、CLT を活用した介護施設等について 20

事例が挙げられた。 

 

3-27 CLTϬᶨ ΰοΜϥὺ χὯ ˢ ˣ 

 

 

 

 

 

 

 

3-28 ΞκʺCLTϬᶨ ΰοΜϥᵒῐ☼ χὯ ˢ ˣ 
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ÈŧÉ ǛǊǙǡ CLT ǡ Ǟ Ǆǒ ⱱ  

 

 都道府県としての CLT 活用促進に向けた支援策の有無については、「ある」（47.2％）と

「ない」（52.8％）とで二分される結果となった。 

 

3-29 CLTχᶨ Ϭ βϥθϛχ◦כ├χ ˢSAx  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 CLT の活用促進に向けた支援策の内容を整理・概観すると、以下のとおりとなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

47.2%52.8%

(n=36)

ʾ ὓּיʾ☼ῬṪ יּ χṪ ΚϥΜψԁʺיּ τיּ βϥ Ⱨ χ

ằʺ ẉЈЬЗ˔χᵫ℗ 

ʾ ὓּיʾ☼ῬṪ יּ χṪ ΰΪχᾆיּ Ϟ„ ʺ♪╔ Ϭ αθ ∙Ӿ  

ʾCLTὺ χם Ϭ βϥˮ ὺ ϯЖНϱЃ˔˯Ϟˮ ὓЂЪ˔Ќ˔˯̋ ☼

︠τ ΰοCLTʝ χЮзАЕχ Ϟ ӛϬ“ΞˮФжрЗ˔˯χ ᾏ 

ʾ ῢχ  

ʾ ӽ∙Ϭᶨ ΰθὺ Фжрχᾁ ʺCLTχᾆẕᵫ ˢ♯ᾓʾᾆẕˣ 

ʾCLTχ ẉ χθϛχ ∙ʾὺ ḩἰּיτϢϥ ẸṳᵓϞ ᵓχ ʾ

Ẹṳ 

ʾ Ỳ χ ˢCLT∙χᴥῬ ʺ† ʺ֫ ʺὺ ϒχ ˣ 
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 CLT を活用した建築物の整備に対する都道府県独自の補助金の有無については、「ある」

（27.8％）が 3 割、「ない」（72.2％）が 7 割だった。 

 CLT を活用して整備した建築物への助成件数（介護施設等に限らない）は、「10 件未満」

（70.0％）が 7 割を占める。 

 

3-30 CLTϬᶨ ΰθὺ χ τ βϥ ᾉ ꜛχ Ỳχ ˢSAx  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-31 ᵒῐ☼ τᾢϣγʺCLTϬᶨ ΰο ΰθὺ ϒχ Ὧ ˢ ˣ 
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ÈŨÉCLT ǡ ȅ ǊǙƷǂ ǚǡ  

 

 CLT の活用を推進していく上での課題を整理・概観すると、以下のとおりとなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

̔CLTχằẚ χᴿ  

ʾCLTχ ʺằẚ Υ μοΜσΜʻ 

ʾᾉ ˢự ˣτCLTχ ʾᴥῬῬ ΥσΜˢζχθϛᾉ▀∙χ ʺ

ԁ ∙χ Υ ρσϥʻᾉ▀ ∙χᶨ ʾ ▀ ρ ʻx  

ʾᾉᵰτ ∙Ϭ֫ βϥθϛʺ֫ ЀІЕΥ ΰʺὺ ЀІЕΥᶤ‰τσϥʻ 

ʾCLTὺ χם Ϭ βϥ ὓּיʾ☼ῬṪ Υיּ σΜʺ ӛπΦϥs ᴂπΦ

ϥˣ ὓּיΥ σΜάρΤϣʺὓᵊʾ ὓ ᵬχ ♥τấΥϤτΨΜʻ 

ʾCLTσς θσ ὺ Ῥ Ϭ ẉʾᶈ ήδϥθϛτψʺ ὓϞ☼Ῥτḩ

βϥṪ χӾיּ Υ ʻ 

ʾ Υԁ πσΜάρΤϣˢ ṍʺᴣᶊʺ֫ ˣ̋ ỲϬᶨ πΦϥ

ӛὯτ Ϙϥʻ 

ʾ‰ᶛτσμοϜCLTϬ► βϥ Ṑ ΪΥֿפΜʺԁ σ ρχ₯ ᴟΥ

πΦοΜσΜʻ 

 

̔  

ʾ☼ ϬὓᵊΰοΜϥⱧỘּיτ βϥCLTχ ằʻ 

ʾԁ τCLTτḩβϥ Υ ϘσΜʺԁ χיּ ΰ ʻ 

ʾCLTὺ Ⱨ Υ σΜʻ 

 

̔ ӽ  

ʾ τψCLTχᶨ Υᾋ₅ϘϦϥ ‰ χὺ ˢ ˣΥ σΜʻ 
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ÈũÉ ǄȋɜȚºȱ  ǡǱǛǴוֹ

 

̔CLTϬᶨ ΰοΜϥᵒῐ☼ χὯ  

 36 県中 26 県が「0 件」、6 県が「1 件」、「3 件以上」は 4 県であった。本調査の回答から、

建設中の施設も含めて、CLT を活用した 20 施設の情報を取得できた。 

 

̔ᾉρΰοχCLTχᶨ τΰΪθ◦כ├χ  

 支援策があるのは 36 県中 17 県であった（支援の内容を概観すると次のとおり）。 

‐設計者・施工技術者等の技術者向け、一般消費者向けの先進事例等の情報提供、 

普及セミナー 

‐研修や講習、視察等による人材育成（設計者・施工技術者） 

‐CLT 建築の実績を有する「木造建築アドバイザー」や「設計サポーター」、 

施主に対して CLT 活用のメリットの説明や提案を行う「プランナー」の派遣 

‐相談窓口の設置 

‐地域材を活用した建築プランの検討、CLT の研究開発（試験・研究） 

‐CLT の普及に向けた木材・建築関係者による推進協議会や連絡会の設置 

‐補助金制度（CLT 材の加工費、購入費、運搬費、建設費への補助） 

 

̔CLTχᶨ Ϭ ΰοΜΨ πχᴿ  

 【CLT の供給面の課題】 

‐供給体制が整っていない 

‐県内（近隣）に CLT の製造・加工工場がない（そのため県産材の利用推進上、 

一般流通材の利用が中心となる。県産木材の活用・地産地消と乖離。） 

‐CLT 建築の実績を有する設計者・施工技術者が少ない、提案できる（対応できる） 

設計者が少ないことから、計画・設計段階の選択肢に挙がりにくい 

‐流通が一般的でないことから（納期、価格、運搬費等）、補助金を活用できる案件に 

留まる 

‐高くても CLT を使おうという、一般的な木造との差別化ができていない 

 【情報不足】 

‐施設整備を計画している事業者に対する CLT の情報提供 

‐一般的に CLT に関する認知が進まない 

‐CLT 建築事例が少ない 

 【地域特性】 

‐地方には CLT の活用が見込まれる中高層の建物（需要）が少ない 
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͐  ПϯзрϽ ₰Τϣχꜘ€ 

 

 

 ḚᶷḲḻ᷅  
 

 介護施設等の運営法人から見た CLT 活用のメリットや課題等について具体的に聞き取

り、深掘りすることを目的にヒアリング調査を実施した（その結果をもとに、別冊「事例集・

活用マニュアル」を作成した）。 

 調査概要は、下記のとおりである。 

 

 ₰  

 先行して実施した建築設計・施工会社向けアンケート調査及び都道府県向けアンケート

調査による紹介事例を主な調査対象とした（その他、内閣官房資料「CLT を用いた建築物

一覧」からも調査対象を追加した）。 

なかでも、ヒアリングにおいて CLT 利用の効果等の詳細の話を伺うことから、CLT の使

用量が比較的多い施設を対象とした。具体的には、CLT 使用量 10 ㎥以上の施設運営法人と

し（法人委員の施設を除く）、「図表 4-1 建築設計・施工会社、都道府県向けアンケート調

査より抽出した介護施設等」に記載の 13 法人に対して協力を依頼した。 

なお、施設の設計を手掛けた建築設計事務所からも可能な範囲でヒアリングを行った。 

 

 ₰  

 テレビ会議システム（Zoom）を用いたオンライン・ヒアリング 

 

 ₰ṍḧ 

 2022（令和 4）年 2 月 16 日～2022（令和 4）年 3 月 7 日 

 

 ПϯзрϽ‮  

 ̔ᵒῐ☼ χְ֫ ΰΪ 

・CLT を採用することになった経緯 

CLT の情報入手方法、CLT に対応可能な建築設計・施工会社の情報入手方法、木

造の中で CLT を採用した理由、法人理念や施設づくりの方針との整合性、CLT に

関する行政からのサポート（情報提供、補助等） など 

・CLT 活用のメリット 

メンテナンス面、しつらえ等の空間環境面、防災面、工期等、利用者や職員、施設

運営にとって良かったこと（利用者や施設職員から好評な点等） 

・CLT 活用にあたっての課題への対応 

 ḚᶷḲḻ᷅ ᵪᶨᶍ  
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建設費の捻出方法や法人内の合意形成、期待していたほど良い効果が表れなかっ

たこと など 

・今後の CLT の活用意向 

他施設での活用可能性やその際の課題、CLT の使用が適した用途・空間 など 

●介護施設等の建築設計事務所向け 

・CLT を選択・提案した経緯 

CLT を選択した理由（他素材と比較した場合、CLT が当該施設に適する点）、CLT

採用時の課題、その課題を克服するための工夫 など 

・建設費・維持管理費について 

他素材、他構法と比較した建設費・維持管理費、費用的な課題を克服するための工

夫 など 

・工期について 

着手から完成までの期間、他素材や他構法と比較した場合の工期の違い など 

・CLT 活用のメリットや効果について 

メンテナンス面、しつらえ等の空間環境面、防災面、工期等、介護施設等において

CLT を活用するメリット、CLT の使用が適した用途・空間  など 

・今後、CLT が普及していくにあたっての課題 

 

 ПϯзрϽẸ  

  ・NPO 法人ライフサポートりぼん（大阪府吹田市） 

    デイサービスセンター デイハウスりぼん 

     ※建築設計を行った有限会社エムズ建築設計事務所より話を伺った。 

  ・社会福祉法人ふるさと会（高知県高知市） 

    サービス付き高齢者向け住宅 はるのガーデン 

  ・社会福祉法人幸伸会（鹿児島県鹿屋市）/ 株式会社福満設計 

    デイサービスセンター ひなたぼっこ 

  ・【参考】社会福祉法人泉茅会（山梨県甲斐市）/ 株式会社エヌプラン 

    短期入所生活介護施設めぐみ荘 

     ※現在、建築途中のため、CLT を活用するに至った経緯等を中心にヒアリングを行った。 

  ・【参考】株式会社セキ・ライフサービス（愛知県豊川市） 

    グループホームみやじの森・風 

     ※主に「木造」施設の観点から、木造採用の経緯やメリット等を中心にヒアリングを行った。 

  ・【参考】社会福祉法人笑壺の会（大阪府守口市） 

     ※「介護施設等における木材活用の促進に関するアンケート調査」の協力事業者で、回答の中

で CLT を検討した経緯があり、CLT に関心があるとの回答だったことから、CLT に関心を

持った経緯、CLT の活用によって想定・期待されるメリット、活用上の課題、介護施設等に

おいて CLT の使用が適すると思われる用途・空間等について、ヒアリングを行った。  
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4-1 ὺ ὓʾ☼Ῥᵓּזʺ ᾉΰΪϯрϾ˔Е ₰ϢϤ ΰθᵒῐ☼  

 ◖☺   
CLT
È )  

CLTǡ 
 

 

‰ Ͻи˔ФШ˔Э2 Ṅיּ ˢ◙ Ḛ ʿ Ṅ Ẹזּ  x ᵤ  5.3  2019.3 

⁯ ẅ ῡ ה Ḛ ᾉ 0.8  2018.3 

ῐ Ш˔Э Ίsה ̒  x ᵓזּ ♅ ♅ᵓ ╦Ἱᾉ 52.0  2020.4 

ᵒῐ ὲ☼  
 ∕ ЈрЌ˔ 

Ӻ זּ ╣ ᵓ ᾉ 70.0 ʾ ʾᵬ  2018.2 

Ш˔Э ϯрЗχᴪ ּזᵓ ♅ ϙζχ ᾉ 3.1  2019.3 

ṍ ᶨᵒῐ☼  
ϛΩϙ  

ᵓזּ ♅ ᶽᵓ ╦ ᾉ 18.2 ˵ ˵ 

ӽ ἷ ῐ Ш˔Э
θϭϗϗ χ  

ᵓזּ ♅ θϭϗϗ ♅ᵓ һ ᾉ 26 ˵ ˵ 

ӽ ἷ ῐ Ш˔Э
Μκέχᴸ 

ᵓזּ ♅ ᵓ һ ᾉ 5.6 ˵ ˵ 

ṛ Ṑ ΚαήΜ 
ˮΚΜξϘ˯ 

ᶴ꜠ᵓּזЂϸϱ һ ᾉ 3 ˵ ˵ 

Ͻи˔ФШ˔Э 
 ϙϞαχ ʾ  

ᶴ꜠ᵓּזЈϺʾжϱТЂ˔РІ  һ ᾉ 13 ˵ ˵ 

Ͻи˔ФШ˔Э 
ДϱО˔ϼ  

ᵓזּ ♅ ᵓ һ ᾉ 1 ˵ ˵ 

ДϱЂ˔РІЈрЌ˔ 
 ДϱМϳІϤϖϭ 

NPO жϱТЂЪ˔ЕϤϖϭ  ∫  27.2 ʾᴒ₢ 2015.12 

КЭχ Ͻи˔ФШ˔Эד℅
ˢ̒ˣ 

ᵓזּ ♅ Ί◗ ♅ᵓ   ᾉ 185.6 ʾᴒ₢ 2018.1 

ῐ Ш˔Э 
КЭχ ˢ̒ˣ 

ᵓזּ ♅ Ί◗ ♅ᵓ   ᾉ 32 Ік˔Ф 2011.3 

Ђ˔РІ Єиϼк˔Ж ְ ᶨ ϋίΰᵓ   ᾉ 18.2 ᴒ₢ 2019.11 

Ђ˔РІ Φ‰ ΰΪיּ  
ψϥχϹ˔Др 

ᵓזּ ♅ ώϥήρᵓ ‰ ᾉ 319.3  2018.4 

ДϱЂ˔РІᾕṓ θΜ › ᵓּזᾕṓ  ‰ ᾉ 65.8 ʾ  2016.5 

ṛ Ṑ ☼ Ϡγχᴸ  ‰ ᾉ 72.7 ᴒ₢ 2019.3 

ДϱЂ˔РІЂЬАϼ ּזᵓ ♅ ЂЬАϼ ᴎᾉ 1.5  2017.1 

ᵒῐ ὲ☼ ᵓזּ ץ ♅ Ӻᵓ Ἕ ᾉ 546.8 ʾ  2018.9 

ἷ Ш˔Э 
 ᶞ ᾖ  ה

ᵓזּ ♅ Ἳ ᵓ ꜟⱪ ᾉ 11.1  2019.3 

ДϱЂ˔РІЈрЌ˔ 
 ϋσθϖμά 

ᵓזּ ♅ ` ᵓ ꜟⱪ ᾉ 23.0  2021.3 

Ͻи˔ФШ˔Э ρṤ 
ˢ Ш˔иˣ 

ᾢᵓּז ᴼ ꜟⱪ ᾉ 32.1 ʾᴒ₢ 2021.3 

※施設名称に「★」印を付した施設は法人委員の施設。①と⑤は内閣官房資料（CLT を用いた建築物の一

覧）、⑩は建築設計・施工会社向けアンケート調査、その他の施設は都道府県向けアンケート調査より抽

出。 
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 CLT ᶱ ᵶᵾ ᶍ  
 

ᵓזּ̗ ♅ ♅ᵓ 

 ῐ Ш˔Э Ίהˢ╦Ἱᾉ ʺ2020ᵫ ˣ 

・2020 年にユニット型の新たな特別養護老人ホーム白光園を建設。定員は長期入所が 120

名（10 人/ １ユニット×12ユニット）、ショートステイ 20 名、合計 140 名。白光園には

地域交流棟を併設した。 

・地域の景観の中に溶け込み、施設が地域と一体となって「白鷹らしい暮らし」ができる家

族的な環境を創造すること、それが施設のコンセプトである。新特養の建設にあたっては、

白鷹町が推進していた「しらたか森林・林業再生プロジェクト」に賛同し、地元の木材を

使用した。町産木材使用率は約 60％、県産木材を含めると約 70％が地元木材になる。 

・CLT は、正面玄関も兼ねている地域交流棟に活用している。この交流棟を通って施設の

中に入ることになるが、そこには地域住民と入居者の憩いの場、災害時の自主避難所とし

ての活用を想定した交流ホールがある。この正面玄関の屋根と床に工期短縮等を目的と

して CLT パネルを活用した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

̗NPO жϱТЂЪ˔ЕϤϖϭ 

 ДϱЂ˔РІЈрЌ˔ ДϱМϳІϤϖϭˢ ∫ ◕ʺ2016 ᵫ ˣ 

・デイサービスセンター「デイハウスりぼん」は、地上２階建ての木造施設である。施設建

築前は、ビルの１階を借りて事業を行っていたが、2016 年に木材をふんだんに使用した

施設を建設した。市街地（住宅地）に位置していることから、近隣住宅への圧迫感を軽減

し、地域に受け入れられやすい外観とした。 

・設計を手掛けたエムズ建築設計事務所が、もともと木にこだわった建築設計をしており、

CLT （「J パネル」6））を壁や屋根に使用した。極めて無垢に近い形で、「化粧」としてそ

のまま見せることができる。化粧でありながら耐力要素もあり、一般的な合板だと見栄え

 
6） 「Jパネル」は、国産材を乾燥させ、木の繊維方向がクロスするように貼り合わせた三層構造のパネル

のこと。詳しくは株式会社鳥取 CLT ホームページ（https://www.tottoriclt.co.jp/ ）参照。 

https://www.tottoriclt.co.jp/
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があまりよくないが、CLT を使用することで、それが解消される。つまり、「住まい」と

しての雰囲気を醸し出せると同時に、床構面が固まるので耐震性能も高くなる。 

・施設の利用者や職員からも好評であり、この施設で働かせてほしいと、職員採用の面でも

効果があった。施設利用者の良好な生活環境の実現はもちろん、職員の労働環境の向上と

いう両側面において、良い効果をもたらしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᵓזּ̗ ♅ Ί◗ ♅ᵓ 

 КЭχ  Ͻи˔ФШ˔Э ד℅ˢ  ᾉ‰ ◕ʺ2018 ᵫ ˣ 

・法人代表の考えとして、木造という環境は高齢者（利用者）にとっても、また施設職員に

とっても良いだろうと、木造施設においてサービスを提供してきた。 

・ネムの木 グループホーム 円座は、壁と屋根に香川県産の杉材を使った CLT を利用して

いる。建築にあたっては、林野庁の新たな木材需要創出総合プロジェクトのうち「CLT を

活用した先駆的な建築物の建設等支援事業」

を活用、総建築費当たりの補助率約 20％、約

6,000 万円の補助を受けた。 

・CLT を使った壁は、一部燃え代設計で、「現

し」として使用している。居室の壁も一部は

耐力壁として CLT を使っている。さらに、約

500 ㎡の屋根の材料にも CLT を使っており、

３日間の工程で集中的に施工した。工期の短

縮も CLT の良さの一つとして挙げられる。 
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ᵓזּ̗ ♅ ώϥήρᵓ 

 Ђ˔РІ Φ‰ ΰΪיּ  ψϥχϹ˔Дрˢ‰ ᾉ‰ ◕ʺ2018 ᵫ ˣ 

・社会福祉法人として地域に貢献したい、元気な高齢者がいきいきと生活できる場所をつく

りたいとの思いで、サービス付き高齢者向け住宅「はるのガーデン」は建設された。 

・はるのガーデンは、1 フロアに 10 部屋ずつ、合計 40 部屋がある。１階～２階までは鉄筋

コンクリート造、3 階～6 階部分に CLT を使用。2 階には夫婦部屋が 2 部屋、軽い運動

などができる共有スペース、小規模の集会ができる多目的室がある。多目的室は地域住民

の交流の場として一般貸出もしている。 

・ふるさと会のグループ関連のリハビリテーション病院は、患者のリハビリ促進を図るた

め、木造の建物としている。また、木造のケアハウス（ケアハウスあじさいの里）も運営

している。 

・認知症の方が症状を発症する条件について、専門家による木造及び鉄筋コンクリート造の

比較による認知症状に関するデータ収集に協力した。その結果、木造の方が、脳年齢が若

く、認知症の発症確率が低くなることがわかり、あらためて木の良さを認識したという。

さらに、CLT を使用すれば高

層施設も建てられることを法

人代表が知り、CLT の採用に

至った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᵓזּ̗ ♅ ` ᵓ 

 ДϱЂ˔РІЈрЌ˔ ϋσθϖμάˢꜟⱪ ᾉꜟᴒ◕ʺ2021 ᵫ ˣ 

・デイサービスセンター ひなたぼっこの建設にあたっては、「かごしま材利用推進事業補助

金」を活用した。活用するには CLT を使用するという要件が含まれていたことから、CLT

を使用した施設を建設することになった。 

・１階ホールの壁には、構造材として CLT を使用しており、実際にどのような木材が使わ

れているか見てもらうため、CLT を化粧材としても使用している。その他、１階ホール

入口と会議室の壁にも化粧材として CLT を使用した。 

・木の香りがよく、温熱性能も良く、利用者も落ち着いた雰囲気になる。床にもヒノキ材を

使用するなど、木をふんだんに使用している。施設の利用者や職員にも好評である。CLT
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の壁の化粧材や木造の梁を見て、利用者からは雰囲気が良いと言ってもらえる。 

・鹿児島県は木造住宅が多い土地柄でもあり、自宅からの住み替えとして当施設に入居する

際も、スムーズに移り住むことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

̗˲╥―˳ᶴ꜠ᵓּזЈϺʾжϱТЂ˔РІ 

 Ͻи˔ФШ˔Э ϙϞαχ ʾ ˢһ ᾉ ◕ʺ2018 ᵫ ˣ 

・「住まい」に近い雰囲気のグループホームというコンセプトのもと、法人代表が描く施設

イメージを設計会社と共有して設計・施工。「住まい」の雰囲気を出すため、できるだけ

木材が見えるよう工夫した。法人代表の考えとして、グループホームのような比較的小規

模の施設は、木造が適しているという。 

・居室スペースなどプライベートな空間はきちんと隠した。木材を「現し」にできるところ

はできるだけ現しにした。壁の腰板部分は、すべて木質化して施設感を抑えた。壁も木質

化した。そうすることで、例えば車椅子がぶつかって壁にキズがついたとしても、補修し

やすくなる。 

・施設の中では、木の香りをとても感じるので、見学者などには一般的な RC 造の施設とは

違う印象を受けてもらえる。木の香りや木質空間における見た目の効果もあって、入居者

は比較的落ち着いて過ごすことができている。木材なので加工や補修が可能であるとい

うこともあり、職員にとっても、あまり施設の取り扱いに気を遣うことがなく、ストレス

が少ない状態で働けているようである。 
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 ḚᶷḲḻ᷅  ᶍḥᶹḻḐוֹ
 

ÈŦÉCLT ȅ ǌǾǆǛǞǝǖǒ └¤  

 

●（NPO ）ライフサポートりぼん：デイサービスセンター デイハウスりぼん 

 ὓ Τϣχיּ ӛ 

・設計を手掛けたエムズ建築設計事務所は木造建築をメインとする。住宅を建築する際の軸

組工法の耐力壁や床構面をつくるための耐力要素として、「Jパネル」（㈱鳥取 CLT ）の開

発に協力してきた。CLT の一つに分類される Jパネルは、「化粧」として見せられる材質

であり、「住まい」としての雰囲気を醸し出せると同時に耐震性能も高くなり、環境面で

も優れている。木を活かした施設は居住環境も良くなり、香りも良いので採用に至った。 

 

●（社福）ふるさと会：サービス付き高齢者向け住宅 はるのガーデン 

 χ Υ Ͼϯτ῟ᴮ  

・法人の関連するリハビリテーション病院や介護付きケアハウスなどを木造で建ててきた。

有識者とともに木造と鉄筋コンクリート造による認知症状の発症について比較検証した

結果、木造の方が、脳年齢が若く、認知症の発症確率が低いことがわかり、あらためて木

の良さを認識した。 

 ӽϒχ‟ᾅ 

・高知県は森林県であり、豊富に存在する木を使わない手はないということ、地域の林業に

貢献できるということで、県産材を使った施設とした。法人理事長が「木でビルが建てら

れる」という情報をどこかで入手したことも木造、CLT の利用に至った背景にある。 

 

●（社福）幸伸会：デイサービスセンター ひなたぼっこ 

 ˮ ϘΜ˯ρΰοχ χ ήρ Ỳᶨ χ Ὧ 

・以前に建設した有料老人ホームは、設計事務所からの提案で木造施設にした。利用者から

は、今まで通りの住み心地であり、夏は涼しく、冬は暖かいということで評判がよかった

ので、「住まい」として良いことを知り、以降、建設する施設は木造としてきた。ひなた

ぼっこは、「鹿児島県材利用推進事業補助金」を活用した関係で、CLT を使用することが

条件となっていた。 
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●（社福）泉茅会：CLT を活用した短期入所施設を建設中【参考】 

・利用者に家庭的な雰囲気の中で生活してほしいと思い木造施設を建てるようになった。木

造施設では、落ち着いた生活が送れるようになる。今回の建設で初めて CLT を知った。

耐震性や耐火性にも優れていることがわかった。断熱性能の高さもあるようで、山梨県は

夏暑く冬寒い環境なので、その点でも優れているのではないか。 

 

●（社福）笑壺の会：短期入所施設の建設にあたって CLT に興味を持つ【参考】 

・当初３階建ての鉄骨造（S 造）を考えていたが、想定以上の建設費見積だったため、材質

にこだわらず木造を検討した。以前、テレビやユーチューブなどのメディアで CLT を見

つけた。しかし、大阪府では事例がなかなか見当たらず、設計士等にも尋ねてみたが、結

局コストが見合わなかった。 

・独立行政法人福祉医療機構（WAM ）の融資を検討しており、木造建築だと融資割合がア

ップするとのこと。社会福祉法人の場合、建築する際や土地を取得する場合は WAM か

らの融資を検討する場合が多いので、木造に興味を持った。 

 

 

ÈŧÉCLT ȅ ǌǾ ǚǡ Ǜǐǡ ꞌ  

 

̔ⱢỲ Ϭ Ξθϛχ χᶨ  

（NPO ）ライフサポートりぼん：デイサービスセンター デイハウスりぼん 

・建設費 5,288 万円（67.7 万円/ 坪）のうち、1,000 万円が補助金である。林野庁の「森林

整備加速化・森林再生事業」を利用した。運営法人は NPO であり、資金が潤沢でなかっ

たので、補助金を活用できたのはポイントだった（補助金活用はエムズ建築設計事務所が

提案）。 

（社福）ふるさと会：サービス付き高齢者向け住宅 はるのガーデン 

・高知県の補助金制度を活用した。鉄筋コンクリートで建てる場合と、鉄筋コンクリートと

木造のハイブリッドで建てる場合とでは、後者（CLT 工法）の方が建築費は高く、高知

県の補助金はこの差額分を補助してもらえた。住みやすい木造の建物が RC 造と同じ金

額で建てることができるということになる。サ高住を建設するにあたっての補助金「スマ

ートウェルネス住宅等推進事業補助金」（国土交通省）も活用できた。 

  



－44－ 

̔CLTτ ᴂᴦ σὺ ●ʾ☼ῬṪ יּ ΰ 

（社福）ふるさと会：サービス付き高齢者向け住宅 はるのガーデン 

・法人代表は、これまでもいくつか病院や高齢者施設を建ててきたので、建築士もよく知っ

ている。個人的にいくつか業者に当たって設計・施工業者を選定した。しかし、CLT の

設計実績があるかというとそうではなく、家族経営の設計事務所だったので、かなり苦労

したようである。 

 

̔ ὓχ ΰή 

（社福）ふるさと会：サービス付き高齢者向け住宅 はるのガーデン 

・事例がないので仕方がないが、当初設計したものと実際とで異なる点がいくつかあった。

まず耐震基準を満たすための設計を行う。その際、配管スペースは考慮されないので、配

管スペースを組み込むと、天井が低くなってしまい、かなり圧迫感を感じる。入居希望者

には気密性が高く、エアコンがすぐ効いて、電気代を節約できるなどの説明をしている。

また、高齢者の中には天井が高くなると不安になる方がいるので、低めに設定したと説明

すると納得してもらいやすい。 

 

̔CLTχᴥῬτ Ξ֫  

（NPO ）ライフサポートりぼん：デイサービスセンター デイハウスりぼん 

・補助金活用にあたっては地元大阪府の地域材を使う必要があった。大阪府の森林から伐採

した木材を鳥取県（㈱鳥取 CLT ）に運んで Jパネルに加工、再び大阪に運んで建設した。 

 

̔ӗ  

（NPO ）ライフサポートりぼん：デイサービスセンター デイハウスりぼん 

・Jパネルは準耐火にしなければいけないなどの規制があると使いづらいが、デイサービス

センターりぼんは準耐火ではなかったので、Jパネルを多く使用することができた。一般

的に木造に対して施主が不安視するのは、火事（耐火性）と耐震性・耐久性、汚れること

（メンテナンス）。J パネルは一般的な工法の中で耐震性を高められる。誰でもできる工

法であれば 100 年後にもメンテナンスができる。 

（社福）ふるさと会：サービス付き高齢者向け住宅 はるのガーデン 

・CLT の耐火に関する実証実験等も行われているにも関わらず、「木材なので燃えやすい素

材」と指摘され、CLT の壁にクロスを貼らざるを得なかった（CLT は見えない）。CLT

を部分的にでも見えるよう、居室の戸袋の土台に CLT を使って、見えるようにした。 
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（社福）幸伸会：デイサービスセンター ひなたぼっこ 

・「ひなたぼっこ」は一部２階建てなので問題ないが、３階以上となると耐火の問題で防火

処理をしなければいけないといった規制もあるらしく、もし木材を使用する場合には防

火処理をしなければならず、コスト増になってしまう。 

 

̔ ᶨᴝˢᴝχ ϩϤ ˣ 

（社福）ふるさと会：サービス付き高齢者向け住宅 はるのガーデン 

・ナースコールやコンセント等は壁の中を通して隣同士の居室で共有しているので、生活音

が聞こえてしまう。２、3 日体験入居してもらい、大丈夫であれば入居してもらうように

している。 

 

 

ÈŨÉCLT ȅ ǊǒǆǛǞǻǾɊɓȬȱÈ ¤ טּ ǳÉ 

 

●（NPO ）ライフサポートりぼん：デイサービスセンター デイハウスりぼん 

・「この施設で働かせてほしい」と職員採用の面でも効果があった。施設利用者の良好な生

活環境の実現はもちろん、施設職員の労働環境の向上という両側面において、良い効果を

もたらしている。 

 

●（社福）ふるさと会：サービス付き高齢者向け住宅 はるのガーデン 

・床が木なので、職員が腰痛になりにくい、入居者が転倒した際に骨折しにくいなどの効果

がある。木造は湿度調節機能もあるので、梅雨の時期であっても、湿気による不快感を軽

減できるので過ごしやすい。住んでいる高齢者もそのように感じているので、夏場は抜群

に効果を発揮する。 

・特に、認知症の方に木の香りの効果があると思われる。 

・見学者は 6 階建ての施設なのに木の香りがするので驚く方も多い。 

 

●（社福）幸伸会：デイサービスセンター ひなたぼっこ 

・木の香りがよく、落ち着いた雰囲気になる。温熱環境も良い。鹿児島県の場合、自宅は木

造が多いという土地柄もあり、そこからの延長線上で当施設に住み替えをする際に、抵抗

なく移り住むことができる。 

・木をふんだんに使用しているところを見てもらおうということで、一部 CLT を化粧材と

して使用しており、利用者からは雰囲気が良いと言ってもらえる。 
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●（株）セキ・ライフサービス：グループホーム みやじの森・風【参考】 

・入居者を含めて、全体的に喜んでもらっている。施設に入ると木の香りがするので、見学

者など普通の RC 造の施設とは違う印象を受けてもらっている。感覚的には、香りや見た

目の効果により、比較的落ち着いて過ごす入居者が多いという印象を受ける。 

・壁の腰板をすべて木質化して、施設感を抑えつつ、車椅子がぶつかってキズがついても補

修しやすいようにした。施設職員も、あまり施設の取り扱いに気を遣うことがなく、スト

レスが少ない状態で働けている。 
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͑  ᵒῐ☼ τΣΪϥCLT χ ∙ᶨ χᴦ ρᾁ ᴿ  

 

 

 介護施設等の整備にあたり、柔らかさや温もりなど感覚的にプラスの印象をもたらす木

材を建築に用いることで、施設入所者や利用者、あるいは施設職員にとってリラックスでき

る環境となり、ストレス緩和、疲労軽減、怪我の重症化防止など精神的・身体的な効果が期

待できる。さらに、好印象を与える木材を用いた介護施設を開放することで、地域交流の拠

点化、地域共生社会づくりの拠点化など、施設運営面での効果も期待できる。 

 本調査研究事業では介護施設等における CLT 等の木材活用の促進に寄与するため、アン

ケート調査を通じて CLT 等の木材を活用した介護施設等の情報を収集するとともに、先行

事例へのヒアリング調査によって CLT の導入効果や活用上の課題などを把握・検討した。 

 介護保険制度の創設以来、高齢者人口が増加する中で、施設サービス利用者数も増加し、

特別養護老人ホームや認知症対応型共同生活介護事業所（グループホーム）、有料老人ホー

ム、サービス付き高齢者向け住宅等の介護施設等の施設数も増加してきた。 

 本調査研究事業の中でサーベイした結果、全国の介護施設等において CLT を活用した事

例を 20 施設挙げることができたが、我が国全体の CLT 建築事例の中ではまだまだ事例数

は少ないのが現状である。そのような状況ではあるものの、今後も増加が見込まれる介護施

設等において、CLT 等の木材活用を推奨していくことは、高齢者ニーズに基づく利用者本

位の介護施設等を実現するとともに、木材需要を喚起・牽引する分野の一つになり得る可能

性を持っている。 

 「木」の持つ柔らかさや温もり、清々しさなど、木から様々な好印象を受ける日本人の特

性からして、特に木造住宅などに住んで、以前から「木」に囲まれた生活に慣れている高齢

者にとって、「木」は在宅から施設に移り住んだとしても、その後も落ち着いた生活を送っ

ていくための要素の一つといえよう。 

 本章では、本調査研究事業において実施した各種アンケート調査やヒアリング調査、そし

て検討委員会における議論を踏まえて、介護施設等における CLT 等の木材活用の可能性と

検討課題についてとりまとめた。 

 

̔☼ ṛ ʾ☼ τϢϥCLTʝ ᴦ  

 利用者本位の施設づくりを実現する上で、木造住宅に慣れた高齢者、木の良さを感じる高

齢者にとって、「住まい」としての特徴を持つ介護施設等（特別養護老人ホーム、短期入所

生活介護施設、グループホーム、小規模多機能型居宅介護事業所、都市型軽費老人ホーム、

有料老人ホーム、サービス付き高齢者向け住宅等）では、木造・木質化を進める中で CLT

の活用可能性が高いのではないかと考えられる。 

 CLT の使用にあたって大規模に使用していくのか、部分的に使用していくのかという論

点もあるが、一つの方向性として、平屋建てや２階建てといった低層階の木造施設において、

 ᶊᵩᵰᶪCLT ᶍ ᶍּס ᶇ  
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耐震性や耐久性といった利用者の安全性を高めるために CLT を使用していく方法が考えら

れる（例えば、準耐火構造に収まる建物の中で「仕上げ材」として使うなど）。 

 

̔ᵒῐ☼ τΚθμοχ ρ ᴂᴦ σὺ ʾ ὓ Ṫ χӾיּ  

 特別養護老人ホームや養護老人ホームなどの老人福祉施設、認知症高齢者グループホー

ム、小規模多機能型居宅介護事業所、有料老人ホーム、サービス付き高齢者向け住宅など福

祉関係施設の多くが建築基準法の「特殊建築物」となり、一般建築物よりも厳しい制限を受

ける。「特別養護老人ホームの設備および運営に関する設置基準」によると、特別養護老人

ホームは、原則は耐火建築物でなければならないとされ、うち要件を満たす 2 階建て、平屋

建ては準耐火建築物とすることができる。木造の場合、耐火建築物と準耐火建築物では、建

設コストや工期等に影響をもたらすものであるため、各種法規や設置基準とのすり合わせ

が必要となる。 

 社会福祉施設の整備事業は、国及び地方公共団体からの補助により実施されることから

執行の適正化が求められており、社会福祉法人が施設の創設または増改築を行う場合には

｢一般競争入札｣を採用しなければならない。そこで課題となるのが、その地域で CLT の設

計・施工に対応できる事業者がいるかどうか、さらに複数の事業者がいなければ入札が成立

しないケースも想定される。また、公的な補助は年度内という期限がある場合もあり、工期

によっては間に合わないケースも想定される。 

特に小規模な社会福祉法人であって、慣れない建物整備に対応するためには、補助金申請

を含めて建築設計事務所等の専門家に任せたいという意向もあろうかと考えられる。地域

の中で社会福祉施設の建築実績があり、CLT にも対応可能で、かつ補助金申請にも知見の

ある設計者がいるかどうか、介護施設等の運営法人とともに介護施設等を設計・施工する事

業者の双方への情報提供、普及啓発が必要であると考えられる。 

 

̔ᵒῐ☼ τΣΪϥCLTχ►Μ τνΜοχ ӛ 

 CLT の使用が適した用途・空間として、居住スペースのほか、地域交流スペースなど大

空間に活用していくことで、インパクトを持って周知することができる。あらためて木の良

さに気づくような介護施設等における CLT の様々な使い方や具体的なイメージ（事例）を、

国や都道府県、関係団体等が介護施設等運営法人向け、設計・施工会社向けに提案していく

ことで、すそ野拡大につなげていくことができるのではないだろうか。 

 

̔ὺ   χӸΜʺCLTʝ χЮзАЕχ  

 介護施設等の経営上、収入が限られることもあり、収支上どうしても建築コストを抑える

必要がある。そのため、在来工法に比べてコストが割高となる CLT の採用は、現時点では

難しいといった指摘もあった（建築設計・施工会社向けアンケート調査）。木造（在来軸組

工法）と同じ建設コストとまではならなくても、鉄筋コンクリート造（RC 造）や鉄骨造（S
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造）等と比べた際の CLT のメリットが介護施設等の運営法人に浸透していくことで、CLT

の利用が選択肢の一つになり得るのではないだろうか。 

 現在でも国や都道府県による補助制度が整備されている。それらの周知をさらに広めて

いくことも必要で、ヒアリング調査においてもライフサポートりぼんやふるさと会、幸伸会

など、補助制度の利用によってコスト面の問題を解決した事例もあった。補助制度の中でも、

ふるさと会の話によると、RC 造と、RC 造と木造のハイブリッドで建てる場合との差額分

を補助する県の仕組みがあるとのことで、その考え方が参考になる。 

 

̔ᴬᶘ Д˔Ќρḩ ΪθЮзАЕχ  

 CLT の活用促進に向けての周知情報の内容としては、耐震性や耐久性、耐火性など機能

面のメリットもさることながら、原材料である「木」そのものの心理的・生理的な効果につ

いて、科学的なデータに基づいたエビデンスを提示していくことで、木造施設を建築する動

機付けになるのではないだろうか。 

 例えば、ふるさと会では、認知症予防や認知症の発症抑制と木造施設を関連づけて検証し、

木造の方が認知症ケアに効果的であるという結論に至ったとのこと、また他方で補助金を

活用することで、金額的に RC 造等の他の工法と同程度に収まったとのことだった。そのよ

うに条件が揃えば、介護施設等の建設にあたって、CLT を選択しやすくなると考えられる。 

 合わせて、施設利用者だけでなく、施設職員にとっての効果（身体的疲労の低減、心理的

ストレスの低減、あるいはコミュニケーション発生頻度の増加、仕事の質の向上等）、施設

運営にとっての効果（ランニングコストの軽減、補修しやすい、デザインや安全性による入

所希望者の増加等）に関するデータも蓄積し、公表していくことも必要であろう。 

 

̔CLTḩ χṌ χЂФжϱЎϴ˔рΥπΦοΜϥ ӽπχ σⱧ ξΨϤ 

 木造施設の建設や CLT の利用にあたって補助金を活用する上で、地元産材の使用が求め

られる場合がある。CLT の製造・加工工場が近隣にない地域においては、それによる運搬

に伴うコスト増で地理的・流通面で不利な状況にある。そのため、施主側や設計側が CLT

の良さを認識していたとしても、利用できないという結論になってしまうケースもあるだ

ろう。 

 そこで、幸伸会の話にあったように、すでに供給元があって、サプライチェーンが構築さ

れているような地域から、優先的に CLT を利用した介護施設等の事例を作り上げ、地域に

その存在を浸透させ集積させていくという、重点的に CLT 活用を推進していく「モデル地

域」を対象とした支援も必要ではないだろうか。そのようなモデル地域で木造の介護施設等

を奨励していけば、木造施設を選択する事業者も増え、事例も増えていき、さらに需要の増

加に伴って流通量が増えていけば CLT の価格も下がる。そのように、普及に向けた段階的

なアプローチも必要ではないかと考えられる。 
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̔ σ ∙ᶨ Ϭ αθ ӽϒχ‟ᾅʺ Ẕḕẽϒχ‟ᾅ 

 木造の介護施設等の運営法人向けアンケート調査やヒアリング調査において、「木造」や

「CLT 」の採用理由として、地元材を使うことによる地域の林業等への貢献、またコンクリ

ート造（RC 造）等よりも木造の方が地球環境への負荷（炭素の貯蔵や二酸化炭素の排出削

減等）を軽減できるなどの理由が挙げられた。 

 2021（令和 3）年の「公共建築物等における木材の利用の促進に関する法律」の改正に伴

い、法律名も「脱炭素社会の実現に資する等のための建築物等における木材の利用の促進に

関する法律」に変更され、脱炭素社会の実現に資する旨が明示されたところである。 

 地域の木材利用は、地域にある森林の整備や保全、地域活性化や地域貢献、環境負荷低減

等につながり、また我が国だけでなく世界の共通目標にもなっている「SDGs」（持続可能な

開発目標、Sustainable Development Goals）の実現に向けた取組にもつながる。そういう観

点を持ちつつ、介護施設等の運営法人においても施設への木材利用を進め、森林の持続可能

性の確保や豊かな地域社会の実現を目指して、地域住民や関係機関・関係者とのパートナー

シップにより、地域において木材利用を推進していく主体者の一人となることに期待した

い。 
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◖☺ ᵰᶷḻ᷆ᴻḐ  
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ᴴ ᵰᶷḻ᷆ᴻḐ  
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ᵰᶷḻ᷆ᴻḐ  
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